
博士学位論文

水溶液中での異種溶質問相互作用

と分析化学への応用

二00二年二月

熊本大学大学院自然科学研究科

鄭今子
















































































































































































































































































































































































	水溶液中での異種溶質間相互作用と分析化学への応用

	目次

	第1章　序論

	1.1 疎水性溶質の疎水性を評価する方法

	1.2 溶質の疎水性を評価する尺度

	1.3 本研究概要

	1.3.1 シクロデキストリンについて

	1.3.2 カリックスアレーンについて

	1.3.3 イオン交換樹脂について

	1.3.4 ＯＤＳについて

	1.3.5 陰イオン界面活性剤について


	1.4 本研究内容

	1.4.1 溶液中でのシクロデキストリンとアルコールとの会合定数の測定

	1.4.2 水溶液中でのカリックスアレーンとアルコールとの会合定数の測定

	1.4.3 イオン交換樹脂に対するアルカン類の捕捉能

	1.4.4 ＯＤＳに対する有機非電解質の親和性

	1.4.5 陰イオン界面活性剤の新しい定量方法の開発


	参考文献

	論文発表状況


	第2章　水溶液中でのシクロデキストリンとアルコールとの会合定数

	2.1 緒論

	2.2 実験

	2.2.1 試薬と装置

	2.2.2 実験操作


	2.3 結果と考察

	2.4 結語

	参考文献


	第3章　水溶液中でのカリックスアレーンとアルコールとの会合定数の測定

	3.1 緒論

	3.2 実験

	3.2.1 試薬と装置

	3.2.2 測定原理

	3.2.3 実験操作


	3.3 結果と考察

	3.4 結語

	参考文献


	第4章　イオン交換樹脂に対するアルカン類の捕捉能

	4.1 緒論

	4.1.1 イオン交換樹脂について

	4.1.2 溶解度

	4.1.3 本研究内容


	4.2 実験

	4.2.1 試薬と装置

	4.2.2 実験操作

	4.2.2.1 樹脂のコンディショニング

	4.2.2.1.1 予備処理

	4.2.2.1.2 コンディショニング(Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ）


	4.2.2.2 イオン交換樹脂に対するアルカンの捕捉量の測定

	4.2.2.3 検量線の作成



	4.3 結果と考察

	4.3.1 捕捉能に影響を及ぼす因子

	4.3.1.1 蒸気圧の算出

	4.3.1.2 溶質蒸気循環法での通気時間の影響

	4.3.1.3 イオン交換樹脂の種類による捕捉能への影響

	4.3.1.3.1 イオン交換樹脂の交換基の影響

	4.3.1.3.2 イオン交換樹脂の架橋度の影響



	4.3.2 溶質の種類による捕捉能の違い

	4.3.2.1 溶質分子の表面積の影響

	4.3.2.2 同じ炭素数のアルカン類


	4.3.3 捕捉機構


	4.4 結語

	参考文献


	第5章　ＯＤＳに対する有機非電解質の親和性

	5.1 緒論

	5.2 実験

	5.2.1 試薬

	5.2.2 実験装置

	5.2.3 実験操作


	5.3 結果と考察

	5.4 結語

	参考文献


	第6章　陰イオン界面活性剤の新しい定量方法の開発

	6.1 緒論

	6.2 実験

	6.2.1 試薬

	6.2.2 器具と装置

	6.2.3 標準操作


	6.3 結果と考察

	6.3.1 吸着特性

	6.3.2 検量線

	6.3.3 回収率

	6.3.4 実験因子の影響

	6.3.4.1 振り混ぜ時間の影響

	6.3.4.2 Ｈｅｐｔａｎｅ添加の影響

	6.3.4.3 硫酸の影響


	6.3.5 妨害イオンについて

	6.3.6 水道水及び河川水試料への適用

	6.3.7 溶媒抽出に依らないＡＳの分析法について

	6.3.7.1 概観

	6.3.7.2 吸着促進剤としてのｈｅｐｔａｎｅ

	6.3.7.3 洗浄液としてのＭＩＢＫの使用



	6.4 結語

	参考文献


	謝辞

	付録

	論文1
 
	論文2

	論文3



